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平成
30年度

予算総額  416億８千万円を審議、可決
どう生かすかまちの税金

会計区分 30年度
予算額

29年度
予算額 増減額 前年度比較

一般会計 292億8,000万0 431億 △138億2,000万0 △32.06%

特

別

会

計

国民健康保険 46億4,748万3 52億8,605万6 △6億3,857万3 △12.08%
後 期 高 齢
者 医 療 3億6,565万6 3億4,222万0 2,343万6 6.85%

介 護 保 険 30億2,885万1 29億9,020万8 3,864万3 1.29%
農 業 集 落
排 水 事 業 1億2,782万1 1億3,587万9 △805万8 △5.93%

漁 業 集 落
排 水 事 業 830万1 884万5 △54万4 △6.15%

下 水 道 事 業 34億1,596万8 114億6,792万4 △80億5,195万6 △70.21%
大 曲 浜 地 区
土 地 区 画
整 理 事 業

8億1,294万1 13億76万3 △4億8,782万2 △37.50%

野蒜北部丘陵
地 区 土 地 区
画 整 理 事 業

0 11億4,820万0 △11億4,820万0 皆減

（特別会計小計）（124億702万1）（226億8,009万5）（△102億7,307万4）（△45.30%）
 合計（一般会計+特別会計） 416億8,702万1 657億8,009万5 △240億9,307万4 △36.63%

■ 平成 30 年度各種会計のあらまし ■ （単位：千円）

　

２
月
９
日
、
平
成
30
年
度
予

算
審
査
に
あ
た
り
市
の
施
政
方

針
が
表
明
さ
れ
、「
東
松
島
市

第
２
次
総
合
計
画
」
の
重
点
施

策
に
基
づ
き
①
安
全
・
安
心

に
暮
ら
せ
る
防
災
自
立
都
市
づ

く
り
の
推
進
②
若
い
世
代
の
定

住
促
進
③
産
業
振
興
の
推
進
等

の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
①
安
全
な
防
災
や

減
災
へ
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
自
主
防
災
組
織
の
意
識

向
上
や
、
行
政
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
防
災
体
制
の
充
実
を
図

る
②
待
機
児
童
解
消
策
な
ど
子

育
て
世
代
が
安
心
し
て
定
住
で

き
る
施
策
③
市
長
就
任
当
初
か

ら
力
を
入
れ
て
い
る
企
業
誘
致

に
よ
る
雇
用
創
出
対
策
等
の
施

策
を
積
極
的
に
行
う
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
分
野
別
施
策
と
し
て
は

第
２
次
総
合
計
画
に
あ
る
８
つ

の
施
策
を
引
き
続
き
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
と
し
て
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
執
行
に
要
す

る
予
算
は
、
一
般
会
計
と
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か
復
興

に
か
か
わ
る
特
別
会
計
を
含
め

８
会
計
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す

が
復
興
が
進
む
と
同
時
に
予
算

総
額
も
年
々
減
額
と
な
り
、
今

後
は
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
な

行
財
政
運
営
が
大
き
な
課
題
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
事
業
費
の

内
訳
は
別
表
の
各
種
会
計
の
あ

ら
ま
し
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

総
額
４
１
６
億
8
千
万
円

前
年
度
比
２
４
０
億
９
千
万
円
減

▲矢本パーキング隣接の百合子線を現場視察

市長、平成 30年度予算の説明1

　はじめに、市長が本会議
（議場）で当初予算の説明
を行いました。
　その後、全議員で構成す
る財務常任委員会で当初予
算の審査を行いました。

2平成30年5月1日発行



▲各分科会の審査報告をする、（上から順に）総
務分科会正・副委員長、民生教育分科会正・
副委員長、産業建設分科会正・副委員長

平成30年度一般会計収支状況

歳出合計

292億8,000万円
歳入合計

292億8,000万円

公債費
14億4,640万7　4.94%

市税
36億6,788万9

12.53%

地方譲与税及び交付金
11億2,214万7　3.83%

地方交付税
77億795万9

26.32%

国県支出金
45億8,206万8

15.65%

繰入金 
84億1,360万6

28.74%

諸収入
6億886万9
2.08%

市債
24億3,010万0
8.30% その他

7億4,736万2　2.55% 議会費
1億7,533万2 0.60%

民生費
56億2,445万0

19.21%
衛生費
17億330万1
5.82%

労働費
1,807万0　0.06%

農林水産費　9億1,058万5　3.11%
商工費　3億7,211万0　1.27%

土木費 
100億8,868万6

34.46%

消防費
12億2,681万2
4.19%

教育費
27億983万6

9.25%

予備費
3,000万0
0.10%

災害復旧費
6億8,045万2
2.32%

（単位：千円）

総務費
42億9,395万9

14.67%

予算審査　財務常任委員長報告

原案可決すべきもの

▶審査結果を報告する
　熱海重徳委員長

　今回の予算審査は、一般会計

ほか国民健康保険、下水道、震

災関連事業など７つの特別会計

について行いました。予算総額

は別掲のとおりですが、慎重審

査の結果、20 項目の意見・提言

を付し原案の通り全て可決とな

りました。

　市当局は、意見・提言につい

て議会の総意であるとともに市

民の声であると捉え、今後の行

財政運営に当たっていただきた

いと思います。

財
務
常
任
委
員
会
分
科
会
審
査

　

本
年
度
の
予
算
は
、
平
成
30
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、
復
興
が

加
速
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
予
算
全
体
が
前
年
度
比
約
２
４
０
億
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
の
市
長
改
選
に
よ
る
渥
美

市
政
か
ら
の
初
め
て
の
予
算
編
成
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
２
０
０

件
余
の
質
疑
が
出
さ
れ
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

財
務
常
任
委
員
会
で
は
、従
来
通
り
「
総
務
」、「
民
生
教
育
」、「
産

業
建
設
」
の
３
分
科
会
を
設
置
し
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
集
中
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

財
務
常
任
委
員
会
へ
の
付
託
か
ら
分
科
会
集
中
審
査
、
予
算
事

業
に
か
か
わ
る
6
カ
所
の
現
場
調
査
を
経
て
６
日
間
の
日
程
で
精

力
的
に
審
査
を
し
、
財
務
常
任
委
員
長
が
本
会
議
で
報
告
し
ま
し
た
。

　

内
容
の
主
な
も
の
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
わ
る
こ
と
、
防

災
防
犯
対
策
事
業
、
定
住
化
事
業
、
財
産
管
理
・
利
活
用
事
業
、

宮
戸
地
区
な
ど
の
観
光
事
業
等
、
復
興
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
も
市
当
局
へ
の
提
言
を
含
め
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。
結
果
は

財
務
常
任
委
員
長
報
告
の
通
り
で
す
。

 財務常任委員長が本
会議上で、委員会の審
査結果を報告しまし
た。その後、議員全員
で当初予算を可決する
べきか否かの採決を行
いました。議員は同委
員長の報告等を参考に
しながら当初予算の可
否を判断しました。

 財務常任委員会は議
長を除く議員 16 名で
構成されています。当
初予算は規模が大きい
ので、同委員会を３つ
のグループ（分科会）
に分け、審査をしまし
た。審査終了後、各分
科会が報告を行い、委
員会として予算を認め
るべきか否かの結論を
出しました。

2 財務常任委員会、分科会による
審査（2月19日～2月27日）3 財務委員長報告、

採決。（3月1日）

3 東松島市議会だより　No.48



No. 款 細々節 補正額（増額）
1 財産収入 土地売払収入 245,166

No. 款 細々節 補正額（増額）
1 農林水産業費 東松島漁業生産組合のり養殖事業補助金 343
２ 商 工 費 工事請負費（仮設店舗解体工事ほか） △16,909
３ 教 育 費 工事請負費（旧宮戸小学校解体工事ほか） △23,777

■ ３月補正予算 質疑があった事業（細々節名） ■
（単位：千円、△は減額）歳入

歳出

④
教
育
費
、
旧
宮
戸
小
学
校

解
体
工
事

　
　
　
　

工
事
負
担
に
つ
い

て

　
　
　
　

県
の
補
助
事
業
で

県
が
負
担
し
、
事
業

実
施
は
市
で
行
う
。

QA

①
財
産
収
入
、
不
動
産
売
払

収
入

　
　
　
　
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
　

東
矢
本
あ
お
い
地

区
、
野
蒜
ケ
丘
地
区

高
台
の
空
き
区
画
や
ひ
び
き

工
業
団
地
内
の
売
り
払
い
等

に
よ
る
も
の
。

②
農
林
水
産
業
費
、
漁
業
生

産
組
合
の
り
養
殖
事
業
補
助

金
　
　
　
　
増
額
の
内
容
に
つ

い
て

　
　
　
　

海
水
の
取
水
に
際

し
、
塩
分
濃
度
確
保

の
た
め
の
食
塩
購
入
費
の
増

加
分
で
あ
る
。

③
商
工
費
、
仮
設
店
舗
解
体

工
事

　
　
　
　
減
額
の
理
由
に
つ

い
て

　
　
　
　

既
に
解
体
し
た
ひ

び
き
地
区
内
の
執
行

残
と
大
塩
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

内
の
店
舗
売
却
に
よ
る
も
の
。

QAQAQA

3分科会
Pick Up

財務常任委員会
予算審査　 財務常任委員会は、3 分科会を設置し、各種会計予算の審査を行いまし

た。総務・民生教育・産業建設の各分科会は 2 月 19 日から同月 27 日まで
の期間で内部審査と現場調査を実施しました。
　 分科会審査の中で各分科会から「特に留意すべき事業案件」の記録を
ピックアップして紹介します。

『総務部　防災課』

『教育委員会　学校教育課』

「国民保護事業」
　ミサイル攻撃等に対し、原則的には、頑
丈な建物等への避難を啓発しているが、い
ざという時はその場所で最善の行動をとれ
るように指導していく。例えば、ミサイル
による爆風は、地上に対し、水平方向に広
がるので、その場所における付近を見回し、
側溝等のできるだけ下にくぼんでいる場所
に逃げるというような行動を小中学校に配
布物等で啓発していく。

「学校情報化推進事業」
　多額の事業予算を必要とすることから、
タブレット、電子黒板、書画カメラ等の活
用を図り、成果を上げるよう努力すべきで
ある。

『保健福祉部　福祉課』
「生活困窮者自立支援事業」
　支援に係る定期訪問等従来の対応に加え
さらなる手法を考える必要がある。

『市民生活部　環境課』
「火葬場整備事業」
　地域協力金は、公金の性格上報告の義務
が課せられるべきである。

『産業部　商工観光課』
「奥松島公社観光復興支援事業」
　奥松島公社の経営については、民間感覚
の発想に基づき、さらなる創意工夫、改善
が必要である。

『建設部　建設課』
「市営住宅管理事業」
　今後の管理運営について現行の宮城県住
宅供給公社への委託業務を見直し最良の手
法を考慮すべきである。

矢
本（
東
松
島
）
消
防
署
新
築
工
事

実
施
設
計
業
務
委
託
料
等
を
計
上

補
正
予
算
総
額 

68
億
９
７
４
１
万
３
千
円
の
減
額

　

平
成
30
年
第
1
回
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
ほ
か
8
特

別
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

第
1
回
　
定
例
会 

補
正
予
算

4平成30年5月1日発行



平成30年度
当初予算 総括質疑
　２月定例会、２月 19日、４会派より議員各１名が、平成 30年度当初予算について、市長の予算編成
方針等を質疑しました。ここでは、質疑の一部をお伝えします。

▲保育成果の充実に期待（平成30年４月開所の私立認可保育園）	▲内部文書に裏紙利用促進（市役所内コピー等複合機）

平
成
30
年
度
の
予
算

執
行
に
関
し
て
伺
う

清
新
会

　
滝
　
健
一 

議
員

　
　
　
　
国
の
希
望
出
生
率

1.8
の
実
現
は
困
難
と

思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

各
課
題
に
取
り
組

み
、
国
の
希
望
出
生

率
1.8
の
目
標
達
成
を
目
指
す
。

　
　
　
　
次
期
定
例
会
あ
た

り
か
ら
の
補
正
予
算

の
対
応
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　

当
初
予
算
確
保
に

至
っ
て
い
な
い
事
業

で
も
事
業
実
施
は
遅
滞
な
く

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
　
　
行
政
内
部
経
費
の

抑
制
策
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

必
要
物
品
の
一
括

購
入
、
省
エ
ネ
と
エ

コ
推
進
、
事
業
経
費
の
抑
制
。

　
　
　
　
観
光
事
業
の
さ
ら

な
る
発
展
多
様
化
を
。

　
　
　
　

東
京
五
輪
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
や
松
島
湾

ダ
ー
ラ
ン
ド
、
宮
城
オ
ル
レ

等
で
の
誘
客
を
進
め
て
い
く
。

QAQAQAQA

各
種
会
計
の

具
現
化
に
つ
い
て

　
復
興
ク
ラ
ブ

　
　
上
田
　
勉 

議
員　

　
　
　
　
①
地
域
お
こ
し
協

力
隊
補
助
金
②
ウ
ェ

ル
ネ
ス
保
育
園
矢
本
へ
の
支

援
体
制
③
航
空
祭
支
援
④
夏

休
み
短
縮
と
学
力
向
上
策
⑤

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
⑥
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
管
理
運
営
⑦

復
興
交
付
金
の
残
高
予
想

　
　
　
　

①
隊
員
全
員
定
着

を
目
指
し
、
起
業
活

動
に
要
す
る
経
費
等
を
対
象
。

②
協
力
体
制
に
万
全
を
期
し
、

市
主
催
研
修
会
等
参
加
機
会

を
確
保
。

③
引
き
続
き
日
本
一
の
航
空

祭
を
目
指
す
。

④
英
語
授
業
の
増
加
補
充
お

よ
び
個
別
対
応
な
ど
に
充
当

す
る
。

⑤
新
校
舎
建
設
に
合
わ
せ
環

境
整
備
し
、
32
年
度
ま
で
に

完
了
す
る
。

⑥
市
が
一
体
的
に
行
う
こ
と

に
つ
い
て
県
と
協
議
中
。

⑦
年
度
末
に
お
け
る
残
高
は
、

約
85
億
円
程
度
。

QA

平
成
30
年
度

当
初
予
算
に
問
う

　
清
風
・
公
明

　
五
ノ
井 

惣
一
郎 

議
員

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
に
合

わ
せ
た
予
算
確
保
は
。

　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
後
、

復
興
交
付
金
事
業
基

金
を
活
用
す
る
。

　
　
　
　
起
業
活
動
の
補
助

金
の
事
業
内
容
は
。

　
　
　
　

観
光
・
デ
ザ
イ
ン

漁
業
・
子
育
て
支
援
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
。

　
　
　
　
人
口
減
少
対
策
・

雇
用
対
策
・
商
工
観

光
振
興
の
予
算
確
保
は
。

　
　
　
　

創
業
支
援
策
を
含

め
た
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
の
振
興
支
援
策
の

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
　
待
機
児
童
対
策
・

私
立
認
可
保
育
園
・

子
育
て
支
援
環
境
整
備
は
。

　
　
　
　

待
機
児
童
解
消
は

最
優
先
事
項
。

　

若
い
世
代
が
仕
事
と
子
育

て
を
両
立
で
き
る
環
境
を
充

実
さ
せ
る
。

QAQAQAQA

平
成
30
年
度

予
算
編
成
に
つ
い
て

　
市
民
ク
ラ
ブ

　
大
橋
　
博
之 

議
員

　
　
　
　
今
後
の
維
持
管
理

経
費
が
増
加
し
て
い

く
と
考
え
ら
れ
る
が
財
源
は
。

　
　
　
　

公
共
施
設
等
の
管

理
運
営
の
手
法
に
つ

い
て
再
検
討
す
る
。

　
　
　
　
創
生
総
合
戦
略
の

具
現
化
に
向
け
た
各

種
事
業
の
予
算
は
十
分
か
。

　
　
　
　

基
本
目
標
ご
と
に

全
体
に
予
算
計
上
。

　
　
　
　
変
化
に
対
応
で
き

る
よ
う
農
業
関
連
予

算
は
編
成
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

新
た
な
生
産
調
整

お
よ
び
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

対
策
。

　
　
　
　
商
工
費
に
つ
い
て

　
　
　
　

企
業
誘
致
の
推
進
、

市
内
雇
用
の
創
出
、

観
光
交
流
人
口
の
拡
大
に
向

け
対
前
年
比
20
％
増
の
編
成
。

　
　
　
　
今
後
の
歳
入
歳
出

の
バ
ラ
ン
ス
は
。

　
　
　
　

大
変
厳
し
い
現
状
。

QAQAQAQAQA
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議案番号 件名と主な内容　※前ページまでに説明した議案の説明は省略しています。

議案 第２号 東松島市部設置条例の一部を改正する条例について
…支援業務を担ってきた移転対策部は、復興政策部および保健福祉部に業務移管し、部の廃止をするもの

議案 第３号 東松島市個人情報保護条例の一部を改正する条例について
…個人情報の保護に関する法律等の改正法施行により、個人情報の定義の明確化等について明記するもの

議案 第４号 東松島市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について
…固定資産課税台帳登録内容に不服申し立てた際の迅速な審査のため、書記１人を２人に改正するもの

議案 第５号
東松島市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用および特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について
…市が事業主体の地域生活支援事業に関して、マイナンバー制度を利用可能とし、利便性向上を図るもの

議案 第７号 東松島市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
…介護認定調査員や社会教育指導員の業務内容等も考慮し、月額報酬の引上げを行うもの

議案 第８号 東松島市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について
…児童の安全を図るため、大曲小学校は西校舎３階に、赤井南小学校は学校敷地内に位置を変更するもの

議案 第９号 東松島市敬老祝金等支給条例の一部を改正する条例について
…満１００歳到達者に特別敬老祝金を支給していることから、９９歳の方への祝金を見直し廃止するもの

議案 第 10 号 東松島市国民健康保険条例の一部を改正する条例について
…国民健康保険法の改正に伴い、県が財政運営の責任主体、市は保険料率決定の役割とする等の改正

議案 第 11 号 東松島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について	
…国民健康保険の県単位化で、市課税区分について資産割額を廃止とし、４方式から３方式とする改正等

議案 第 12 号 東松島市介護保険条例の一部を改正する条例について
…現行の保険料率を第７期介護保険事業期間 ( 平成３０年度～平成３２年度 ) も維持する等、所要の改正

議案 第 13 号 東松島市特別用途地区建築条例の一部を改正する条例について
…特別用途地区「グリーンタウンやもと内工業団地」「大曲浜地区」の建築物の用途規制について改正

議案 第 14 号 東松島市営住宅条例の一部を改正する条例について
…市営住宅入居者の認知症患者等における収入申告義務の緩和を図るため所要の改正を行うもの

議案 第 15 号 東松島市下水道条例の一部を改正する条例について	 	 	 			 
…渋抜雨水ポンプ場 ( 大曲字堰北１９３番地２) の名称および位置を条例に追加するもの	

議案 第 16 号
石巻広域都市計画事業野蒜北部丘陵地区被災市街地復興土地区画整理事業施行規程を定める条例
を廃止する条例について
…野蒜北部丘陵地区被災復興土地区画整理事業が平成２９年度で完了することから条例を廃止するもの

議案 第 17 号 （債）平成 29年度復興交付金事業東名・新東名線橋梁上部工工事請負契約の締結について
…大塚字北林下地内の避難道路で、橋長は４０．０ｍ、幅員は１２．０ｍ、平成３１年３月２５日までの工期

議案 第 18 号 （債）平成２９年度下街道排水区（雨水排水）下水道管渠工事請負契約の締結について
…「防災、減災に強いまちづくり」実現に向け矢本字南浦地内外、施工延長は６１３．６ｍ	

議案 第 19 号
東松島市流域関連公共下水道野蒜・渋抜排水区雨水ポンプ場の復興交付金事業に係る建設工事委託
に関する基本協定の一部を変更する協定（第２回変更協定）の締結について
…工事発注に伴う設計単価や諸経費の精査、入札差金による建設工事費８億９，４００万円減額したもの

議案 第 20 号 平成２９年度東松島市新矢本西市民センター造成工事請負変更契約の締結について
…施工面積９，４００㎡、地盤改良工セメント系固化材配合料の増額等により約１，４００万円増額するもの

議案 第 21 号 平成２８年度矢本消防署鳴瀬出張所新築工事（建築工事）（繰越）請負変更契約の締結について
…建設発生土搬出先を変更したことにより、運搬距離が２km →７㎞に変更。また、電気錠操作盤の追加

議案 第 22 号 財産の取得（宮戸大浜湿地整備事業用地）について	
…特別名勝松島の宮戸大浜湿地整備事業用地 ( 総面積２５，４２２. ４２㎡ ) として取得するもの

議案 第 24 号 市道路線（横沼２０３号線外１）の認定について
…大曲地区および矢本地区での開発行為に伴い整備された道路の認定、2 路線の総延長１０９．５ｍ

議案 第 25 号 公有水面埋立に関する意見について
…宮戸字樫木山 5 番に接する公有水面埋立免許の出願に係る意見について、異議のない旨県知事へ答申

議案 第 35 号 東松島市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について
…住所地特例者が 75 歳到達等により後期高齢者医療に加入した場合、特例を引き継げるとする改正

議案 第 36 号 東松島市環境美化の促進に関する条例の一部を改正する条例について
…旅館業法の一部改正を控え、「ホテル営業」および「旅館営業」を「旅館・ホテル営業」と文言を統合

議案 第 37 号 東松島市交通安全対策会議条例の一部を改正する条例について
…平成 30 年４月１日から、矢本消防署の名称が東松島消防署に改称されることによる改正

議案 第 38 号 （債）平成２９年度大曲排水区（雨水排水）下水道函渠工事（その３）請負契約の締結について
…大曲字新田地内外の大曲排水区での幹線排水路工事。施工延長は５９８．０ｍ、工期は平成 32 年３月 23 日まで

議案 第 39 号 （債）平成２９年度大曲排水区（雨水排水）下水道函渠工事（その４）請負契約の締結について
…施行場所は矢本字蜂谷浦地内外、施工延長は２９４．５ｍ、工事期間は平成 32 年３月 23 日まで

議案 第 40 号 吉田川流域溜池大和町外３市３ケ町村組合規約の変更について
…組合事務局を置く大和町役場の所在地が換地処分により変更したことに伴う規約の一部を変更したもの

議運発第１号 東松島市議会委員会条例の一部を改正する条例について
…移転対策部が廃止されることに伴い、産業建設常任委員会の所管から削除するもの

2 月定例会可決議案

議
案
第
23
号

総
務
常
任
委
員
会
付
託
審
査

　

福
岡
県
豊
前
市
と
の
ご
縁

は
東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
、

『
豊
前
海
一
粒
か
き
』
の
種

牡
蠣
の
産
地
と
し
て
の
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
後
は
、
職

員
の
自
治
体
派
遣
を
は
じ
め
、

鳴
瀬
漁
協
へ
の
漁
船
等
の
寄

贈
、
お
互
い
の
夏
祭
り
へ
の

出
展
、
商
工
会
や
小
中
学
生

を
中
心
と
し
た
温
か
な
交
流

お
よ
び
支
援
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
深
い
交
流
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

お
互
い
に
ど
ち
ら
か
ら
と
も

な
く
、
友
好
都
市
に
な
り
ま

し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま

し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
会
で
審
査

後
、
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
委
員
長
が
報
告
し
、
本
会

議
で
は
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

福
岡
県
豊ぶ

前ぜ
ん

市

と
の
友
好
都
市

提
携
の
締
結
に

つ
い
て
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  1月14日　コバルトーレ女川「全国地域サッカーチャンピオンズリーグ2017
　　　　　  およびJFL昇格祝賀会」
　　　　　  野蒜・東名運河座談会Ⅰ「被災した野蒜海岸の再生に向けて」
  1月16日　平成29年度矢本第二中学校区「心あったかイートころ運動」実践発表会
　　　　　  総務常任委員会
　　　　　  広報常任委員会
  1月18日　平成30年松島基地新年祝賀会
  1月19日　平成29年度鳴瀬未来中学校区「志教育・心あったかイートころ運動」
　　　　　  実践発表会
  1月20日　平成29年度東松島市PTA連合会セミナー
  1月21日　東松島市シルバー人材センター平成30年新春懇親会
  1月22日　民生教育常任委員会
　　　　　  議会運営委員会
  1月23日　平成29年度石巻専修大学と圏域首長・議長懇談会
  1月24日　平成30年東松島市矢本婦人会新年会
  1月25日　宮城県知事との意見交換会
  1月26日　東松島市建設業協会新年会
  1月27日　平成30年NPO法人東松島市体育協会新春懇談会
  1月29日　宮城県市議会議長会春季定期総会
　　　　　  産業建設常任委員会
  2月  6日　全国市議会議長会基地協議会　基地関係国会議員との情報連絡会
　　　　　  総務常任委員会
  2月  7日　全国市議会議長会基地協議会　役員選考委員会、4役会、第90回
　　　　　  理事会、第81回総会
　　　　　  第38回「北方領土の日」宮城登米市集会
　　　　　  広報常任委員会
　　　　　  議員定数と報酬並びに政治倫理のあり方に関する特別委員会

議
案
第
34
号

　

現
副
市
長
の
古
山
守
夫
氏

に
加
え
て
２
人
目
の
副
市
長

と
し
て
、
加か

と
う
け
い

藤
慶
太た

氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

加か
と
う
け
い

藤
慶
太た

氏
は
、
栗
原
市

出
身
、
仙
台
市
青
葉
区
在
住
。

１
９
８
１
年
県
採
用
。
平
成

10
年
７
月
か
ら
平
成
12
年
３

月
ま
で
気
仙
沼
市
副
市
長
を

務
め
、
議
案
提
出
時
点
で
は

県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
長

の
職
に
あ
り
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
無
記
名
投

票
に
よ
り
採
決
を
行
い
、
賛

成
多
数
（
賛
成
14
、反
対
２
）

で
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

（
※
阿
部
勝
德
議
長
は
採
決

に
加
わ
り
ま
せ
ん
。）

　

相あ
い
ざ
わ澤

重し
げ
し司

氏（
上
河
戸
三
）

お
よ
び
宮み

や
さ
と里

若わ
か
え枝

氏（
里
北
）

の
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て
、
適
任
と
答
申
し
ま

し
た
。

　

今
回
、
本
市
か
ら
推
薦
し

て
い
た
委
員
９
人
の
う
ち
２

人
（
相あ

い
ざ
わ澤

重し
げ

司し

氏
、
宮み

や
さ
と里

若わ
か
え枝

氏
）
が
平
成
30
年
６
月

30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
人
権
擁
護
委
員
法

に
基
づ
き
、
両
氏
の
選
任
に

つ
い
て
、
市
長
よ
り
意
見
を

求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

毎
月
、
無
料
人
権
相
談
が

市
内
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
人
権
擁
護
委
員
は
、
人

権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
い
て
、

人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど
す

る
無
報
酬
の
民
間
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。

　

教
育
委
員
会
委
員
に
松ま

つ

岡お
か

勝か
つ

久ひ
さ

氏
（
作
田
浦
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
現
教
育
委
員
会
委

員
の
菊き

く

池ち

伸の
ぶ

之ゆ
き

氏
が
平
成
30

年
５
月
20
日
（
任
期
満
了
）

を
も
っ
て
退
任
す
る
こ
と
か

ら
、
新
た
に
教
育
委
員
を
選

任
す
る
も
の
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
教
育

長
お
よ
び
４
人
の
委
員
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
会
議
は
毎

月
１
回
開
か
れ
る
定
例
会
と

必
要
に
応
じ
て
開
か
れ
る
臨

時
会
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
第
１
回
定
例
会

で
は
、
議
案
第
34
号
「
副
市

長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
の
み

賛
否
が
分
か
れ
ま
し
た
。

副
市
長

加
藤
慶
太
氏

選
任
に
同
意

議
案
第
6
号

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
復

興
事
業
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、

確
実
に
完
結
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
な
責
務
で
あ
り
、
新
た

に
生
じ
た
行
政
課
題
を
早
期

に
解
決
で
き
る
よ
う
副
市
長

２
人
配
置
体
制
の
確
保
を
行

う
も
の
と
市
長
か
ら
提
案
理

由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
本
会
議
で
の
質
疑

か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
２
人
配
置
に
よ
る

効
果
は
。

　
　
　
　

企
業
誘
致
等
の
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
さ

ら
に
取
り
組
み
、
県
と
の
人

脈
づ
く
り
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
　
　
　
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
の
財
源
は
大

丈
夫
か
。

　
　
　
　

国
、
県
か
ら
財
源

確
保
し
な
が
ら
、
し

っ
か
り
と
し
た
政
策
を
要
望

し
て
い
く
。

　

質
疑
後
、
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
原
案
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

QAQA

他議会からの視察来庁
１月２２日　神奈川県議会　民進党会派　１名
　「震災に備えた物資の状況について」
　現地視察（防災備蓄倉庫）

１月３１日　奈良県広陵町議会　１３名
　「災害から学ぶ防災対策について」
　現地視察（震災復興祈念公園慰霊碑、震災復興伝承館）

議会運営および活動状況 平成29年12月８日以降
12月  8日　産業建設常任委員会
12月  9日　矢本はなぶさ幼稚園第34回クリスマスお遊戯会
　　　　　  石巻地域障がい児・者歯科診療開始式
12月10日　石巻商工会議所会館竣工式並びに祝賀会
12月11日　議会運営委員会
12月12日　議員定数と報酬並びに政治倫理のあり方に関する特別委員会
12月13日　議会運営委員会
12月14日　総務常任委員会
　　　　　  産業建設常任委員会
　　　　　  財務常任委員会
12月15日　平成29年度松島基地餅つき

民生教育常任委員会
12月16日　鷹来の森運動公園屋内運動場B棟リニューアルオープン記念日本製紙
　　　　　  石巻野球部野球教室
12月28日　平成29年仕事納めの式
  1月  4日　平成30年仕事始めの式
  1月  7日　平成30年東松島市消防出初式
　　　　　  平成30年東松島市交通・防犯関係団体出動式
　　　　　  平成30年東松島市成人式
　　　　　  東松島市建設職組合平成29年度新年懇親会
  1月  8日　東松島市立鳴瀬未来中学校新校舎落成式
  1月  9日　東松島市商工会平成30年新年賀詞交歓会
　　　　　  広報常任委員会
  1月10日　宮城県市議会議長会
  1月11日　第40回全国豊かな海づくり大会宮城県大会開催に係わる要望会
  1月12日　東松島市とソフトバンク株式会社との連携に関する包括的協定書締結式
　　　　　  東松島市民生委員・児童委員協議会新年会
　　　　　  石巻地方広域水道企業団安全祈願並びに新年賀詞交換会

副
市
長

２
人
体
制
へ

人
権
擁
護
委
員

相
澤
　
重
司
氏

宮
里
　
若
枝
氏

　
　
　
　
適
任
と
答
申

賛
否
が
分
か
れ
た

議
案
　
記
事

▲加藤　新副市長

教
育
委
員
会
委
員

松
岡
　
勝
久
氏

選
任
に
同
意
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①
震
災
被
災
者
の 

心

の
復
興
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
の
具
現
策

に
つ
い
て
②
少
子
高
齢
化
、

移
住
定
住
化
対
策
、
関
係
・

交
流
人
口
の
拡
大
、
空
き
家

の
利
活
用
等
、
地
方
創
生
総

合
戦
略
③
地
方
財
政
の
動
向

に
機
敏
に
対
処
す
る
行
財
政

改
革
④
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

対
応
す
る
地
域
自
治
協
働
体

制
整
備
に
つ
い
て
。

　
　
　

①
心
身
の
ケ
ア
や
生

き
が
い
づ
く
り
に
努

め
地
区
自
治
会
と
協
議
し
、

市
民
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
、
地
区
活
動
に
継
続
支
援

す
る
。

②
婚
活
事
業
や
子
供
の
医
療

費
無
償
化
の
継
続
、
広
域
観

光
連
携
に
よ
る
観
光
産
業
の

活
性
化
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
設
置
事
業
や
空
き
家
対
策

等
の
推
進
、
ま
た
市
内
の
起

業
、
創
業
を
促
す
た
め
の
環

QA

　
　
　
　
地
方
分
権
一
括
法

 

制
定
か
ら
約
20
年
。

地
方
独
自
の
行
財
政
運
営
が

期
待
さ
れ
た
が
、
相
変
わ
ら

ず
国
の
財
政
支
援
頼
み
の
３

割
自
治
を
脱
し
て
い
な
い
。

し
か
も
国
の
支
援
は
今
後
、

先
細
り
の
傾
向
で
あ
る
。

①
高
度
成
長
時
代
と
違
う
こ

と
を
認
識
し
主
体
的
な
行
財

政
運
営
の
転
換
が
必
要
だ
。

②
震
災
特
需
が
消
え
つ
つ
あ

る
中
、
行
財
政
の
合
理
化
を

加
速
さ
せ
生
み
出
さ
れ
た
財

源
を
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
向
け

る
努
力
を
す
べ
き
だ
。

③
国
の
支
援
は
あ
ま
り
期
待

で
き
な
い
。
で
あ
れ
ば
法
定

外
税
収
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
用
い
て
財
源
を
生

み
出
せ
。

　
　
　

①
復
旧
・
復
興
事
業

で
管
理
経
費
が
増
加

ほ
か
議
員
主
張
の
通
り
で
あ

る
。 QA

境
整
備
と
人
材
育
成
を
行
う
。

③
事
務
事
業
の
実
施
目
的
や

成
果
、
民
間
資
源
導
入
の
可

能
性
等
が
住
民
ニ
ー
ズ
お
よ

び
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
て
い
る
か
を
検
討
し
、
費

用
対
効
果
に
応
じ
た
事
務
事

業
の
効
率
化
と
見
直
し
に
取

り
組
む
。

④
蔵
し
っ
く
パ
ー
ク
を
市
民

の
公
益
活
動
等
の
活
性
化
と

自
立
の
た
め
の
施
設
と
し
、

各
種
団
体
、
組
織
の
設
立
運

営
支
援
等
を
行
い
、
地
域
自

治
体
制
を
強
化
す
る
。

　

市
営
住
宅
管
理
の
見
直
し
、

市
民
協
働
に
よ
る
経
費
の
削

減
、
企
業
誘
致
の
推
進
で
財

源
確
保
に
努
め
る
。

②
指
摘
の
通
り
歳
入
は
厳
し

い
。

　

住
民
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
な

が
ら
事
務
事
業
の
見
直
し
、

運
営
コ
ス
ト
、
民
間
活
力
の

導
入
な
ど
行
財
政
合
理
化
を

目
指
す
。

③
法
定
外
税
収
ほ
か
財
源
確

保
は
、
各
事
業
に
必
要
か
否

か
、
他
自
治
体
を
参
考
に
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q A&

行
財
政
運
営
の

見
直
し
を
問
う

市
政
執
行
に
お
け
る

所
信
の
具
現
策

会 派 代 表

市民クラブ代表
佐藤　富夫議員

清新会代表
滝　健一議員

　２月定例会において市長の施政方針の所信表明があったため、会派代表議
員が質問を行いました。ここでは、質問および答弁の内容をＱ＆Ａ方式で紹
介します。
（本市議会では、代表質問の対象を施政方針に対する質問のみとしています。）

▲交流により、お互いをいやす心のケア

▲市役所とは市民の役に立つところ。合理化せよ

8平成30年5月1日発行



▲豊前市カラス天狗祭り

　
　
　

①
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
の
活
用

に
つ
い
て
②
基
地
交

付
金
の
利
用
に
つ
い
て
③
職

員
交
流
に
つ
い
て
④
友
好
都

市
提
携
に
つ
い
て
⑤
宮
城
オ

ル
レ
の
コ
ー
ス
充
実
に
つ
い

て
。

　
　
　

①
企
業
誘
致
や
創
造

的
復
興
の
一
翼
を
担

っ
て
お
り
、
事
業
の
一
つ
と

し
て
の
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

交
付
金
は
、
昨
年
の
２
倍
以

上
の
１
億
３
千
万
円
を
超
え

た
。「
分
か
る
」
授
業
に
係

る
部
分
で
は
、
教
育
委
員
会

や
学
校
と
も
調
整
し
事
業
を

推
進
す
る
。

②
基
地
交
付
金
は
、
前
年
度

比
１
１
０
０
万
円
減
額
で
あ

る
が
、
整
備
中
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
休
憩
室
の
財
源
は
確

保
し
た
。
今
後
も
防
衛
省
、

関
係
機
関
等
へ
の
要
望
活
動

を
継
続
す
る
。

③
「
心
の
復
興
」
に
必
要
な

QA

　
　
　

①
心
の
復
興
・
地
域

の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

」
の
推
進
の
取
り
組
み
は
②

「
少
子
高
齢
化
、
定
住
化
、

交
流
人
口
の
増
加
等
の
施
策

は
③
行
政
改
革
、
地
方
創
生
、

人
づ
く
り
革
命
の
政
策
、
制

度
運
用
の
具
体
的
な
施
策
は

④
消
防
団
の
確
保
、
自
主
防

災
組
織
の
役
割
、
狭き

ょ
う

隘あ
い

な
矢

本
消
防
署
の
移
転
は
⑤
基
幹

産
業
の
取
り
組
み
は
⑥
市
民

力
が
発
揮
で
き
る
体
制
整
備

に
伺
う
⑦
赤
井
東
部
地
区
の

土
地
利
用
に
伺
う
。

　
　
　

①
被
災
者
支
援
総
合

交
付
金
等
の
活
用
。

着
実
に
成
果
の
見
え
る
事
業

を
実
施
す
る
②
空
き
家
等
の

利
活
用
に
よ
る
若
い
世
代
の

移
住
、
定
住
促
進
。
婚
活
事

業
。
子
供
の
医
療
費
無
償
化

等
は
活
動
拠
点
環
境
の
整
備

の
検
討
、
人
材
育
成
を
図
る

③
事
務
事
業
の
不
断
の
見
直

QA

専
門
職
と
事
務
職
と
の
交
流

は
、
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
の
交
流
を
視
野
に
入
れ
体

制
整
備
す
る
。

④
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
民

民
交
流
を
支
援
し
、
必
要
な

友
好
関
係
を
支
援
し
、
そ
の

発
展
に
よ
り
検
討
す
る
。

⑤
矢
本
地
区
の
コ
ー
ス
な
ど

に
つ
い
て
県
と
調
整
す
る
。

宿
泊
施
設
に
つ
い
て
も
民
間

活
力
と
誘
致
を
図
り
、
受
け

入
れ
環
境
の
充
実
を
図
る
。

し
。
公
共
施
設
の
更
新
、
統

廃
合
は
人
口
減
少
、
施
設
利

用
者
状
況
を
把
握
し
進
め
る

④
団
員
確
保
対
策
に
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
展
開
。
自
主
防

災
は
、
研
修
会
の
開
催
、
各

種
防
災
の
支
援
を
図
り
矢
本

消
防
署
は
早
急
に
検
討
に
入

る
⑤
農
商
工
連
携
を
推
進
し

事
業
を
進
め
る
⑥
石
巻
地
方

拠
点
都
市
地
域
基
本
計
画
に

位
置
付
け
、
社
会
経
済
情
勢

を
見
極
め
柔
軟
に
対
応
。

新
市
長
の
目
玉

政
策
は
何
か

各
種
施
策
の
具
体

的
方
向
性
を
問
う

清風・公明代表
五ノ井惣一郎議員

復興クラブ代表
上田　勉議員

▲福岡県　豊前市

▲狭隘な矢本消防署の移転は

第
１
位

市
民
ク
ラ
ブ
代
表　
佐
藤
富
夫 
議
員

  

１ 

財
政
運
営
の
見
直
し
を
問
う

  

２ 

副
市
長
２
人
制
に
つ
い
て

  

３ 

Ｉ
Ｔ
時
代
へ
の
小
学
校
必
修

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て

第
２
位

清
新
会　
滝　
健
一 

議
員

　
　
市
政
執
行
に
お
け
る
所
信
の

　
　
具
現
策
は

第
３
位

清
風
・
公
明　
五
ノ
井
惣
一
郎
議
員

　
　
市
政
執
行
の
所
信
に
伺
う

第
４
位

復
興
ク
ラ
ブ　
上
田　
勉 

議
員

　
　
各
種
施
策
の
方
針
を
問
う

会
派
代
表
質
問
　
通
告
一
覧
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①学力向上対策で夏休み４日間短縮についての真意を問う
②学校施設の環境格差を早期に解消せよ
③地域包括ケアシステムの深化・推進を急げ
� 土井　光正　P10

①被災者支援に関わる当面の課題について
　長谷川　博　P11

①市内事業者の受注機会の提供改善について
　熊谷　昌崇　P11

①少子化対策を問う
②漁業振興について問う
� 小野　幸男 　P12

①災害公営住宅等の管理業務と災害公営住宅の家賃低減につ
いて
②災害援護資金貸付金について
③小中学校プールの屋内化整備について

石森　晃寿　P12

①赤井遺跡の国指定史跡へ向けて住民生活に配慮した活用
� 齋藤　徹　P13

①市民の安心対策強化について
� 阿部　としゑ　P13

①外部人材を定住・定着させるための創業支援対策について
②東松島市の芸術・文化政策について

櫻井　政文　P14

①市民農園を整備せよ
②本市の地域包括ケアシステムの構築を加速せよ
� 大橋　博之　P14

①不妊治療、不育症治療への充実した支援を求める
②介護ボランティアポイント制度について
� 手代木　せつ子　P15

①ＮＨＫ放送受信料を助成すべき
②ＪＲ矢本駅の改修計画を策定すべき
� 小野　惠章　P15

1、学力向上対策で夏休み４日間
短縮についての真意を問う

2、	 学校施設の環境格差を早期
に解消せよ

3、地域包括ケアシステムの深
化・推進を急げ

土井　光正 議員

Q
A 家
族
介
護
者
に
介
護
貢
献
奨
励
金
を

検
討
し
て
い
く

　
　
　
　

①
夏
休
み
を
４
日

間
短
縮
し
、
授
業
日

数
を
増
や
す
こ
と
で
、
ど
の

程
度
の
学
力
向
上
が
期
待
さ

れ
る
か
。
ま
た
、
夏
休
み
本

来
の
家
庭
教
育
に
与
え
る
影

響
や
、
働
き
方
改
革
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
で
、
教
職
員
の

授
業
時
間
増
加
に
伴
う
対
応

は
。

②
学
童
生
徒
に
と
っ
て
学
校

施
設
環
境
は
平
等
で
あ
る
べ

Q

き
と
考
え
る
が
エ
ア
コ
ン
設

備
の
無
い
大
曲
、
赤
井
南
、

赤
井
、
大
塩
の
各
小
学
校
と
、

設
備
の
あ
る
他
の
小
学
校
と

の
学
習
環
境
格
差
が
、
夏
休

み
４
日
間
短
縮
に
よ
る
授
業

時
間
増
加
で
ま
す
ま
す
拡
大

す
る
。
エ
ア
コ
ン
設
備
工
事

に
何
よ
り
も
優
先
的
な
予
算

配
分
が
必
要
と
考
え
る
が
。

③
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
こ
そ
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
根
幹
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
家
族
を
介
護

す
る
方
に
、
介
護
研
修
等
の

受
講
機
会
や
介
護
貢
献
奨
励

金
等
を
支
給
す
る
な
ど
の
対

応
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

市
長
・
教
育
長

①
余
裕
の
あ
る
丁
寧

な
対
応
が
可
能
と
な
り
各
学

校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
に

A

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
教
職
員
の
負

担
軽
減
と
い
う
面
か
ら
有
効

な
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

②
格
差
解
消
に
繋
が
る
よ
う

計
画
的
に
学
校
施
設
整
備
の

予
算
化
に
努
め
る
。

　

コ
ス
ト
面
、
維
持
管
理
を

考
慮
し
、
大
規
模
改
修
で
施

設
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

　
　
　

市
長　

③
家
族
介
護

者
に
対
す
る
研
修
は

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
介
護
貢
献
奨
励
金

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

A

▲家族介護の負担軽減に支援を！

10平成30年5月1日発行
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1、被災者支援に関わる当面の
課題について

長谷川　博 議員

Q
A 被
災
者
支
援
に
関
わ
る
当
面
の
課
題

家
賃
低
減
延
長
、
被
災
医
療
は
前
向
き

　
　
　
　

①
災
害
公
営
住
宅

入
居
者
は
家
賃
が
６

年
目
か
ら
段
階
的
に
引
き
上

が
る
こ
と
に
不
安
を
訴
え
て

お
り
、
低
減
措
置
す
べ
き
だ
。

石
巻
市
で
は
11
年
目
以
降
に

つ
い
て
も
手
厚
い
軽
減
措
置

を
計
画
し
て
い
る
。
本
市
も

早
期
の
方
針
決
定
を
求
め
る
。

②
月
額
収
入
15
万
８
千
円
を

超
え
る
世
帯
は
、
４
年
目
か

ら
割
り
増
し
家
賃
や
明
け
渡

Q

し
努
力
義
務
が
求
め
ら
れ
る
。

退
去
は
本
末
転
倒
で
、
被
災

者
支
援
の
た
め
の
災
害
住
宅

な
の
で
、
区
別
す
べ
き
だ
。

③
被
災
者
医
療
費
等
の
免
除

は
、
８
割
の
国
庫
補
助
が
あ

り
、
２
割
の
市
の
負
担
分
を

上
回
る
交
付
金
が
試
算
さ
れ

る
。
一
方
で
、
国
保
基
金
は

８
億
６
千
５
百
万
円
あ
る
。

や
り
く
り
出
来
な
い
状
況
と

は
考
え
に
く
い
が
。

　
　
　

市
長　

①
家
賃
低
減

事
業
の
対
象
者
は
現

入
居
世
帯
の
７
割
。

　

31
年
度
か
ら
順
番
に
段
階

的
引
き
上
げ
に
。

　

本
市
で
は
５
年
目
ま
で
の

家
賃
低
減
を
６
年
目
以
降
も

５
年
間
継
続
す
る
。

　

さ
ら
に
11
年
目
以
降
も
負

担
軽
減
を
図
り
た
い
。

　

被
災
者
は
マ
イ
ナ
ス
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
、
被
災
し
た

A

方
々
に
寄
り
添
う
。

②
収
入
超
過
世
帯
に
つ
い
て

も
割
り
増
し
家
賃
分
の
５
年

間
を
減
免
す
る
。

③
被
災
者
医
療
費
等
の
免
除

は
、
他
自
治
体
の
動
向
も
考

慮
し
て
決
め
る
。

　

財
源
の
見
通
し
は
確
認
で

き
た
の
で
「
前
向
き
」
と
理

解
し
て
欲
し
い
。

▲入札参加資格審査申請書

1、市内事業者の受注機会の提
供改善について

熊谷　昌崇 議員

Q
A 市
内
事
業
者
の
受
注
機
会
に
つ
い
て

発
注
機
会
の
均
等
化
に
努
め
る

　
　
　
　

先
日
、
東
松
島
市

内
の
事
業
者
か
ら
、

指
名
参
加
入
札
制
度
に
つ
い

て
質
問
を
受
け
た
。
内
容
は
、

自
分
は
市
内
の
事
業
者
で
あ

る
が
、
何
年
も
指
名
参
加
願

い
を
提
出
し
て
い
る
が
、
中

々
指
名
入
札
に
入
れ
な
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
東
松
島
市
に
お
け
る
指

名
参
加
業
者
を
決
め
る
方
法

や
指
名
回
数
の
違
い
が
な
ぜ

Q

起
こ
る
の
か
。
ま
た
、
市
役

所
は
実
績
を
加
味
し
て
、
指

名
を
行
っ
て
い
る
と
よ
く
言

う
が
、
実
績
は
指
名
参
加
を

行
な
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
、

い
つ
ま
で
も
実
績
を
作
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。
実
績
の

少
な
い
業
者
に
受
注
機
会
を

与
え
る
方
策
は
な
い
の
か
。

　
　
　

市
長　

本
市
で
は
東

松
島
市
契
約
業
者
審

査
委
員
会
規
定
に
基
づ
き
、

A

設
計
金
額
が
１
件
３
０
０
万

円
以
上
１
０
０
０
万
円
未
満

の
工
事
、
予
定
金
額
が
１
件

２
０
０
万
円
以
上
の
業
務
委

託
等
に
関
す
る
指
名
競
争
入

札
の
際
の
指
名
業
者
を
東
松

島
市
契
約
業
者
審
査
委
員
会

で
審
議
・
決
定
す
る
事
と
し

て
お
り
、
３
０
０
万
円
未
満

の
工
事
等
に
つ
い
て
は
東
松

島
市
事
務
決
済
規
定
に
基
づ

き
部
長
等
が
決
定
し
て
い
る
。

　

指
名
回
数
の
違
い
に
つ
い

て
は
、
東
松
島
市
建
設
工
事

指
名
競
争
等
入
札
参
加
者
資

格
基
準
に
基
づ
き
、
県
知
事

を
は
じ
め
と
し
た
建
設
業
を

許
可
し
た
者
が
行
う
、
経
営

事
項
審
査
に
お
け
る
工
事
種

類
別
総
合
評
定
値
に
よ
り
等

級
を
区
分
し
、
工
事
種
類
別

等
級
と
設
計
金
額
に
よ
り
区

分
し
て
い
る
。

　

指
名
に
入
る
た
め
に
は
実

績
を
機
械
的
に
重
視
す
る
た

め
、
下
請
け
や
民
間
工
事
の

実
績
等
も
加
味
す
る
た
め
、

実
績
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

▲気になる家賃低減は５年間継続、11年目以降も負担軽減

東松島市議会だより　No.48
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1、少子化対策を問う
2、漁業振興について問う

小野　幸男 議員

Q
A 少
子
化
対
策
と
漁
業
振
興
を
問
う

支
援
策
に
引
き
続
き
取
り
組
む

　
　
　
　

①
少
子
化
に
つ
い

て
当
市
で
把
握
し
て

い
る
要
因
と
対
策
を
伺
う
。

②
市
内
に
は
子
供
が
授
か
ら

な
く
苦
労
さ
れ
、
不
妊
治
療

に
努
力
さ
れ
て
い
る
方
々
へ

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金
の

増
額
の
考
え
を
伺
う
。

③
世
界
最
強
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
軍
団
と
称
さ
れ
る
消
防
団

員
の
方
々
に
、
少
子
高
齢
化

対
策
の
一
環
と
し
て
結
婚
祝

Q

い
金
や
出
産
祝
い
金
等
の
サ

プ
ラ
イ
ズ
の
考
え
は
。

④
国
の
骨
幹
を
揺
る
が
し
か

ね
な
い
少
子
化
問
題
を
、
教

育
現
場
で
の
視
点
か
ら
の
対

応
策
を
教
育
長
に
伺
う
。

⑤
の
り
養
殖
の
バ
リ
カ
ン
病

や
カ
キ
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
つ
い
て
改
善
策
を
伺
う
。

⑥
安
定
的
に
漁
獲
で
き
る
ナ

マ
コ
養
殖
と
サ
ケ
の
孵
化
放

流
の
事
業
拡
大
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

①
安
定
し
た

雇
用
の
支
援
、
若
い

夫
婦
の
住
ま
い
の
支
援
、
結

婚
祝
い
金
の
経
済
的
支
援
、

婚
活
の
出
会
い
提
供
な
ど
施

策
展
開
を
図
り
、
学
童
保
育

や
子
育
て
支
援
施
設
の
機
能

充
実
も
合
わ
せ
て
推
進
す
る
。

②
１
回
の
治
療
に
つ
き
15
万

円
を
上
限
に
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
現
行
制
度
を
今
後
も

継
続
し
体
制
を
整
え
る
。

A

③
互
助
会
の
中
か
ら
給
付
し

て
い
る
消
防
団
が
あ
る
。
慶

弔
規
定
の
中
で
対
応
で
き
る

か
、
幹
部
と
協
議
す
る
。

④
学
校
教
育
で
は
、
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
く
教
育
を
実

施
し
普
及
啓
発
に
努
め
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

の
充
実
を
図
る
。

⑤
関
係
機
関
と
対
策
を
図
り

カ
キ
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
不
活

化
試
験
研
究
に
期
待
す
る
。

⑥
ナ
マ
コ
、
サ
ケ
の
放
流
事

業
、
ア
サ
リ
漁
場
の
復
活
は

さ
ら
な
る
資
源
確
保
に
努
め

る
。

▲災害公営住宅の管理は見直し、家賃は据え置き

1、災害公営住宅等の管理業務
と災害公営住宅の家賃低減
について

2、災害援護資金貸付金について
3、小中学校プールの屋内化整

備について
石森　晃寿 議員

Q
A 災
害
公
営
住
宅
の
管
理
・
家
賃
軽
減

管
理
は
、
見
直
し
。
家
賃
は
、
据
置

　
　
　
　

①
災
害
公
営
住
宅

１
０
０
１
戸
と
市
営

住
宅
３
９
９
戸
の
管
理
業
務

を
、
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社

に
委
託
し
て
い
る
。

　

契
約
は
更
新
す
る
こ
と
な

く
、
市
で
直
轄
管
理
す
る

「
家
賃
賦
課
、
収
納
業
務
」

と
民
間
等
に
委
託
す
る
「
住

宅
の
管
理
、
入
居
者
の
募
集
、

修
繕
業
務
」
に
仕
分
け
し
た

ほ
う
が
効
率
的
で
雇
用
も
創

Q

出
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

②
災
害
公
営
住
宅
の
家
賃
は
、

収
入
や
家
族
構
成
に
よ
っ
て

変
わ
る
基
準
額
を
基
に
、
立

地
や
築
年
数
も
考
慮
し
て
決

ま
る
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
家
賃
低

減
延
長
に
つ
い
て
、
被
災
市

町
村
の
動
向
も
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
市
独
自

の
政
策
で
、
家
賃
の
低
減
を

す
る
考
え
は
。

　
　
　

市
長　

①
既
存
の
１

４
０
０
戸
の
管
理
業

務
に
つ
い
て
、
宮
城
県
住
宅

供
給
公
社
と
の
委
託
契
約
は

平
成
32
年
度
ま
で
で
あ
る
。

　

な
お
、
市
内
雇
用
の
創
出

を
目
的
と
し
て
平
成
３
０
年

度
末
、
完
成
す
る
柳
の
目
西

災
害
公
営
住
宅
１
０
０
戸
に

つ
い
て
は
、
市
が
直
接
管
理

す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
と

A

考
え
て
い
る
。

②
本
市
で
も
入
居
世
帯
の
多

く
が
低
所
得
者
や
高
齢
者
等

で
あ
り
、
家
賃
が
高
く
な
る

こ
と
へ
の
不
安
も
あ
ろ
う
か

と
思
う
の
で
、
５
年
目
ま
で

行
っ
て
い
る
特
別
家
賃
低
減

の
減
額
を
、
６
年
目
以
降
も

５
年
間
継
続
す
る
こ
と
に
よ

り
、
家
賃
を
据
え
置
く
。

　

11
年
目
以
降
も
、
政
令
月

収
８
０
０
０
０
円
以
下
の
入

居
者
は
、
家
賃
の
低
減
を
図

り
負
担
軽
減
を
考
え
る
。

▲捕る漁業から育てる漁業への本市の取り組みが期待される

11 議員が市政をただす

12平成30年5月1日発行



1、赤井遺跡の国指定史跡へ向
けて住民生活に配慮した活
用

齋藤　　徹 議員

Q
A 赤
井
遺
跡
の
国
指
定
史
跡
へ
向
け
て
の
方
策
は

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
で
内
外
へ
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　

①
赤
井
遺
跡
の
第

47
次
調
査
に
お
い
て

大
和
朝
廷
の
軍
事
施
設
で
あ

る
城
柵
が
発
見
さ
れ
た
。
か

つ
て
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

た
上
区
地
区
セ
ン
タ
ー
周
辺

を
は
じ
め
、
北
赤
井
地
区
に

遺
跡
が
広
く
分
布
し
て
お
り
、

地
域
住
民
の
生
活
に
支
障
の

出
な
い
管
理
、
保
存
の
将
来

的
な
方
策
は
。

②
赤
井
地
区
の
み
な
ら
ず
、

Q

本
市
全
体
を
見
て
も
大
変
重

要
な
史
跡
で
あ
る
赤
井
遺
跡

や
矢
本
横
穴
墓
群
を
は
じ
め

と
す
る
関
連
史
跡
を
市
民
が

広
く
認
知
す
る
こ
と
が
国
指

定
史
跡
へ
向
け
て
の
気
運
と

な
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の

本
市
の
広
報
体
制
と
組
織
づ

く
り
は
。

　
　
　

教
育
長　

①
赤
井
遺

跡
は
、
牡
鹿
柵
を
中

心
と
し
た
大
和
朝
廷
の
重
要

A

施
設
跡
で
あ
り
、
本
市
を
代

表
す
る
重
要
遺
跡
で
あ
る
。

本
市
と
し
て
は
、
地
域
の
宝

で
あ
り
、
後
世
に
残
す
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
管
理
、
方
策
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

遺
跡
の
保
護
に
努
め
て
い
き

た
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
調

査
へ
の
協
力
も
お
願
い
し
て

い
く
。
将
来
的
に
は
、
地
域

の
皆
様
の
理
解
が
得
ら
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
遺
跡
の
一
画

の
公
用
化
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
の
整
備
を
通
し
た
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

考
え
て
い
る
。

②
赤
井
、
矢
本
両
遺
跡
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
は
極
め
て

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
展
示

会
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

　

来
年
２
月
、
本
市
で
開
催

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
県

内
外
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
。

▲子どもたちは地域の宝、地域ぐるみで不審者に注意

1、市民の安心対策強化につい
て

阿部としゑ 議員

Q
A 市
民
の
安
心
対
策
強
化
に
つ
い
て

警
察
か
ら
の
指
導
を
受
け
協
議

　
　
　
　

市
民
は
震
災
・
津

波
に
関
す
る
災
害
に

不
安
を
抱
え
て
き
た
。
最
近

は
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
問
題
、

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
等

さ
ま
ざ
ま
な
心
配
事
が
後
を

絶
た
な
い
。

①
昨
年
早
朝
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

が
鳴
っ
た
が
、
登
校
前
の
子

供
た
ち
へ
の
指
導
、
大
人
へ

の
行
動
周
知
に
つ
い
て
。

②
各
学
校
に
自
転
車
の
走
行

Q

に
つ
い
て
、
注
意
を
呼
び
か

け
て
も
ら
っ
た
内
容
。

③
各
学
校
、
十
分
と
は
い
え

な
い
広
さ
の
中
で
部
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
る
が
、
部
活

動
時
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
。

④
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
多

数
耳
に
す
る
。
高
齢
者
が
免

許
証
を
返
納
し
や
す
く
す
る

た
め
の
本
市
独
自
の
支
援
施

策
に
つ
い
て
。

⑤
不
審
者
情
報
の
分
析
と
今

後
の
対
策
。

　
　
　

市
長
・
教
育
長

①
そ
の
場
に
お
い
て

自
主
避
難
。
大
人
も
子
供
も

建
物
の
中
に
逃
げ
込
む
。
物

陰
に
身
を
隠
す
。
地
面
に
伏

せ
頭
部
を
守
る
。

②
傘
さ
し
・
物
持
ち
運
転
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
用
禁
止
。

③
活
動
前
後
の
健
康
観
察
、

持
病
や
障
害
等
の
把
握
、
突

A

風
な
ど
の
急
激
な
天
候
変
化

に
よ
る
中
止
、
施
設
、
器
具

用
具
な
ど
の
安
全
確
認
。
各

項
目
に
渡
っ
て
対
策
を
講
じ

て
い
る
。
活
動
中
は
必
ず
教

員
が
指
導
に
つ
く
。

④
運
転
免
許
証
返
納
者
に
対

す
る
支
援
は
し
て
い
な
い
。

今
後
返
納
す
る
こ
と
で
問
題

と
な
る
高
齢
者
の
移
動
手
段

の
確
保
、
総
合
的
な
生
活
支

援
策
を
検
討
す
る
。

⑤
今
年
度
、
不
審
者
情
報
は

29
件
・
各
会
議
で
随
時
取
り

上
げ
、
警
察
か
ら
の
指
導
を

受
け
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

▲東北古代史に一石を投じる発見
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1、外部人材を定住・定着させ
るための創業支援対策につ
いて

2、東松島市の芸術・文化政策
について

櫻井　政文 議員

Q
A 創
業
支
援
対
策
に
つ
い
て
問
う

支
援
制
度
の
早
期
創
設
を
検
討
す
る

　
　
　
　

地
方
創
生
や
産
業　
　
　
　
　
　

再
生
に
は
創
業
支
援

策
は
欠
か
せ
な
い
政
策
で
あ

る
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
に
は
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
よ
う
な
外
部
人
材
の
活

用
が
重
要
で
あ
る
。
外
部
人

材
の
定
住
・
定
着
の
鍵
に
な

る
の
が
、
創
業
支
援
対
策
だ
。

そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ
い
て

伺
う
。
①
昨
年
度
の
本
市
の

創
業
比
率
は
②
近
隣
市
町
村

Q

と
異
な
る
本
市
独
自
の
創
業

支
援
策
は
あ
る
か
③
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
は

外
部
人
材
が
適
し
て
い
る
。

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
策
は

④
女
性
の
社
会
進
出
に
伴
っ

て
創
業
意
欲
を
も
っ
て
い
る

女
性
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
女
性
向
け
の
支
援
策
は

あ
る
か
⑤
創
業
者
向
け
に
住

宅
や
事
務
所
の
便
宜
を
図
る

考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　

市
長　

①
地
域
経
済

分
析
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
と
全
国
平
均
や
宮
城
県
平

均
を
上
回
る
状
況
に
な
っ
て

い
る
②
平
成
28
年
度
に
９
件
、

29
年
度
に
は
４
件
の
創
業
が

あ
っ
た
。
「
東
松
島
市
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基

本
条
例
」
に
基
づ
き
、
新
た

な
支
援
制
度
の
早
期
創
設
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
③
昨

年
８
月
か
ら
、
国
の
地
方
創

A

生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

大
曲
地
域
を
対
象
に
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
可
能

性
調
査
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
外
部
人
材
を
定
住
・

定
着
さ
せ
る
方
策
と
し
て
地

域
資
源
へ
の
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
い
な
が
ら
創
業
定
住
に

つ
な
が
る
支
援
が
必
要
と
考

え
て
い
る
④
女
性
が
創
業
に

意
欲
や
関
心
を
も
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
⑤
移
住
定

住
対
策
に
空
き
家
の
有
効
活

用
や
手
法
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。

▲住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される

1、市民農園を整備せよ
2、本市の地域包括ケアシステ

ムの構築を加速せよ

大橋　博之 議員

Q
A 地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
加
速
せ
よ

各
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る

　
　
　
　

団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
２
０

２
５
年
を
め
ど
に
、
重
度
な

要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま

で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護

・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
実

現
し
て
い
く
と
厚
生
労
働
省

Q

が
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
保

険
者
で
あ
る
市
町
村
や
都
道

府
県
が
地
域
の
自
主
性
や
主

体
性
に
基
づ
き
地
域
の
特
性

に
応
じ
て
作
り
上
げ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

　

東
松
島
市
と
し
て
は
震
災

対
策
が
優
先
で
あ
る
と
理
解

で
き
る
が
、
シ
ス
テ
ム
構
築

の
動
き
が
見
え
な
い
と
感
じ

る
。

　

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状

況
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

今
年
度
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
い
た
、
取
組
方
針
・
実

施
内
容
の
実
現
に
向
け
、
各

事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

医
療
・
介
護
連
携
に
つ
い

て
は
、
医
師
会
を
は
じ
め
市

内
の
医
療
機
関
・
介
護
事
業

A

所
だ
け
で
な
く
管
内
自
治
体

と
の
広
域
的
な
連
携
に
つ
い

て
も
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
認
知
症
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

事
業
等
、
既
存
事
業
の
強

化
・
推
進
を
図
り
な
が
ら
進

め
る
。
地
域
支
え
合
い
に
つ

い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
進
め
る
地
域
福
祉
の
推
進

と
合
わ
せ
、
住
民
主
体
に
よ

る
見
守
り
活
動
の
促
進
や
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
と

い
っ
た
、
新
た
な
事
業
の
創

出
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

▲地域活性化のために市独自の創業支援策が必要

11 議員が市政をただす

14平成30年5月1日発行



1、不妊治療、不育症治療への
充実した支援を求める

2、介護ボランティアポイント
制度について

手代木せつ子 議員

Q
A 特
定
不
妊
治
療
給
付
事
業
の
成
果
は

母
子
手
帳
を
15
件
発
行
済
み

　
　
　
　

①
本
市
は
、
宮
城

県
内
で
も
不
妊
治
療

費
助
成
額
は
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
で
あ
る
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
特
定
不

妊
治
療
給
付
事
業
を
実
施
し

て
い
る
が
、
そ
の
成
果
と
、

さ
ら
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
は

検
討
で
き
な
い
か
。

②
妊
娠
し
て
も
流
産
や
死
産

を
２
回
以
上
繰
り
返
す
不
育

症
患
者
は
、
適
正
な
治
療
を

Q

す
れ
ば
85
％
が
無
事
に
出
産

に
た
ど
り
つ
け
る
こ
と
を
認

知
し
、
助
成
事
業
に
取
り
組

む
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

市
長　

①
平
成
28
年

度
か
ら
の
助
成
開
始

以
降
、
現
在
ま
で
申
請
し
た

夫
婦
は
30
組
、
申
請
件
数
は

延
べ
58
件
。

　

こ
の
う
ち
48
％
が
妊
娠
し
、

出
産
は
９
組
９
人
。

　

今
後
６
組
の
出
産
が
予
定

A

さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
健
康
保
険
適
用
外

の
特
定
不
妊
治
療
に
は
、
１

回
15
万
円
を
上
限
に
助
成
し

て
い
る
が
（
治
療
費
か
ら
宮

城
県
に
よ
る
助
成
額
を
除
い

た
額
の
う
ち
15
万
円
に
満
た

な
い
場
合
は
そ
の
額
を
）
、

県
内
の
各
自
治
体
の
支
援
内

容
と
比
較
し
て
も
治
療
し
や

す
い
制
度
設
計
で
あ
る
た
め
、

平
成
30
年
度
ま
で
上
乗
せ
は

せ
ず
現
行
制
度
を
継
続
す
る
。

　

不
妊
治
療
は
経
済
的
負
担

が
大
き
く
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な

問
題
だ
け
に
、
３
年
間
の
成

果
、
検
証
を
踏
ま
え
、
何
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
、
平
成
31
年
度

以
降
を
検
討
し
て
い
く
。

②
不
育
症
は
病
気
で
あ
り
、

治
療
に
は
健
康
保
険
が
適
用

さ
れ
る
た
め
、
患
者
の
皆
様

に
は
諦
め
る
こ
と
な
く
治
療

継
続
を
市
報
等
で
啓
発
す
る
。

▲本市の玄関口として早期の改修計画が待ち望まれる

1、ＮＨＫ放送受信料を助成す
べき

2、ＪＲ矢本駅の改修計画を策
定すべき

小野　惠章 議員

Q
A Ｊ
Ｒ
矢
本
駅
改
修
計
画
を
策
定
す
べ
き

引
き
続
き
検
討
し
て
ゆ
く

　
　
　
　

①
計
画
策
定
が
急

が
れ
る
Ｊ
Ｒ
矢
本
駅

に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
第

２
回
定
例
会
答
弁
で
は
第
２

次
総
合
計
画
で
の
検
討
を
基

本
に
、
復
興
の
現
状
を
踏
ま

え
計
画
の
策
定
の
明
言
は
、

避
け
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
本
市
の
顔
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
矢
本
駅
整
備
の
必
要
性

は
、
誰
も
が
認
め
る
こ
と
で

あ
り
、
重
要
課
題
と
捉
え
計

Q

画
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
を
問
う
。

②
昨
年
12
月
に
東
北
防
衛
局

よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
助

成
対
象
者
に
、
段
階
的
に
終

了
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

本
市
の
航
空
機
騒
音
問
題
は

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が
市
街

地
上
空
を
飛
行
す
る
等
、
他

の
基
地
と
は
異
質
で
あ
り
、

茨
城
県
小
美
玉
市
が
市
独
自

の
助
成
制
度
を
行
っ
て
い
る

事
例
も
あ
り
検
討
す
べ
き
。

　
　
　

市
長　

①
矢
本
駅
舎

の
老
朽
化
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
連
携

が
必
要
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
仙
台

支
社
で
は
単
独
で
の
駅
舎
改

修
は
難
し
い
と
伺
っ
て
い
る
。

矢
本
駅
の
南
北
通
路
の
整
備

を
行
う
場
合
に
は
、
併
せ
て

駅
舎
の
改
修
を
行
う
可
能
性

は
あ
る
が
、
利
用
状
況
か
ら

難
し
い
。
矢
本
駅
に
つ
い
て

A

は
Ｊ
Ｒ
利
用
者
の
利
便
性
確

保
と
、
街
の
顔
と
し
て
の
拠

点
と
認
識
し
て
お
り
市
民
が

利
用
し
や
す
く
、
生
活
し
や

す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
こ

と
が
大
事
と
考
え
て
い
る
。

課
題
は
あ
る
が
、
市
内
Ｊ
Ｒ

駅
乗
降
客
数
調
査
結
果
等
も

参
考
に
、
補
助
事
業
等
の
助

成
支
援
等
の
把
握
も
含
め
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

②
財
政
状
況
か
ら
難
し
い
。

基
地
の
安
定
使
用
に
は
、
周

辺
住
民
の
理
解
が
重
要
で
本

市
の
特
殊
性
を
国
に
訴
え
、

助
成
継
続
を
要
望
し
て
い
く
。

▲あなたにもコウノトリがやって来ます！
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３
月
、
４
月
は
別
れ
と
出

会
い
の
季
節
で
す
。
卒
業

式
、
入
学
式
と
、
そ
の
都
度

子
供
の
成
長
に
喜
び
を
感
じ

る
保
護
者
の
皆
様
と
、
時
を

同
じ
く
す
る
機
会
が
数
多
く

あ
り
、
つ
い
涙
腺
が
ゆ
る
む

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
議
員
と
な
り
、
お

蔭
様
で
１
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。

　

決
算
審
査
、
予
算
審
査
も

経
験
し
、
東
松
島
市
の
お
金

の
動
き
、
考
え
方
な
ど
、
こ

れ
か
ら
の
本
市
の
未
来
を
思

い
描
き
な
が
ら
審
議
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

17
人
の
議
員
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
や
思
想
が
あ
り
、

行
動
範
囲
も
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の

声
を
市
政
に
活
か
せ
る
よ

う
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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ご

あ

ん

な

い

議
会
懇
談
会
の

お
知
ら
せ▲基地との共存共栄が市政の方針

　

平
成
30
年
３
月
31
日
、
復

興
ク
ラ
ブ
が
解
散
し
、
平
成

30
年
４
月
１
日
、
清
風
・
公

明
が
構
成
議
員
増
員
し
た
結

果
、
左
記
の
会
派
構
成
に
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

（
結
成
届
け
出
順
に
右
か
ら

順
に
記
載
）

　

２
月
６
日
に
発
生
し
た
地
震
に
よ
り

被
災
し
た
台
湾
へ
見
舞
金
を
送
り
ま
し

た
。

　

台
湾
か
ら
は
東
日
本
大
震
災
の
際
に
、

多
く
の
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
員
全
員
か
ら
各
１
万
円
を
集
め
た

ほ
か
議
員
互
助
会
費
と
あ
わ
せ
て
計
20

万
円
を
、
東
松
島
市
議
会
議
員
一
同
か

ら
の
見
舞
金
と
し
ま
し
た
。

　

東
松
島
市
議
会
で
は
、
平
成
28
年
の

同
日
に
発
生
し
た
台
湾
南
部
地
震
の
際

に
も
見
舞
金
を
贈
り
、
お
見
舞
い
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

お
見
舞
い
に
あ
た
り
、
今
回
の
地
震

被
害
か
ら
の
早
期
の
復
興
を
祈
念
し
、

東
日
本
大
震
災
で
の
支
援
に
感
謝
を
伝

え
ま
し
た
。

台
湾
花
蓮
地
震

　
見
舞
金
を
贈
る

古
山
副
市
長　

逝
去

　

古
山
副
市
長
が
、
４
月
16
日
に
急
逝

さ
れ
ま
し
た
。

　

古
山
副
市
長
は
東
日
本
大
震
災
後
に
、

復
興
政
策
部
長
、
平
成
26
年
10
月
か
ら

副
市
長
と
し
て
、
本
会
議
お
よ
び
委
員

会
に
出
席
、
議
会
対
応
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

東
松
島
市
議
会
議
員
一
同
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

会
派
構
成

　私は初めて「市議会」を傍聴しました。
　傍聴しようと思い立ったのは、「地域包括ケ
アシステム」についての質疑があると知ったこ
とでありました。市が実施した2017年度の
「市民満足度調査」によると、市民がこれから
の暮らしにおいて重要度が高いと回答したのは
「高齢者が暮らしやすい環境づくり」でありま
した。
　私が所属する自治会も全く同様の問題を抱え
ており、自治会役員も「独居老人」や「認知症」

対策に悩まされている現実があり、このまま放
置してはおけないと言う危機意識がありました。
　質問する議員各位の見識の高さには、当然質
問する側の知見や調査に基づいて行っているも
のと思われましたが、答弁者である市長、市行
政幹部も的確に信念を持ってお答えしていたの
が印象に残りました。
　また、全体的な印象として、議会と行政が東
松島市を動かし将来性を見据えた発信を行って
いる場だと考えさせられました。

平成 30 年  第 1 回東松島市議会定例会を傍聴しての感想

　

東
松
島
市
議
会
で
は
、
５
月
に

航
空
自
衛
隊
松
島
基
地
所
属
の
自

衛
隊
員
の
方
々
と
議
会
懇
談
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

全
国
各
地
の
基
地
に
赴
任
経
験

が
あ
る
自
衛
隊
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、

市
政
に
つ
い
て
の
疑
問
や
ご
意
見

な
ど
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
政
の
方
針
で
あ
る
基
地
と
の

共
存
共
栄
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄

与
す
る
よ
う
、
活
発
な
懇
談
を
目

指
し
て
、
広
報
常
任
委
員
会
一
同

で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
催
後
に
議
会
だ
よ
り

誌
上
に
て
、
実
施
内
容
を
ご
報
告

し
ま
す
。
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